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昭和60年 11月22日 (金 )～ 23日 (土 )

醒 ガ井  一バスー 下松尾 (泊 )
1852  1903

浄水場  -30分 一 林道終点 -40分 一 こうもり穴

-60分 一 尾根道 との出合 -25分 一 経塚山

-10分 一 経塚山 -15分 一 か とらが池 -60分 一

博ケ畑 (廃 村 )-55分 一 醒 ガ井養鱒場

― 京都
2012

0749- 54- 0256

07492- 2- 3301

山仙第  76 回

茨 木
1700

京 都
1725

下松尾  -25分 一

-50分 ― 漆 ガ滝

-10分 一 霊仙 山

汗ふ き峠  -15分 一

-20分 一 米原
1859

民 宿  ます や

近 江 バ ス (彦 根 )

炉

妙

）

絆
ガ
井
駅
前
を
発
屯
し
た
バ
ス
は
す
ぐ
名
神
高
速

道
路
を
く
ぐ
り
、
惣
谷
川
に
沿
っ
て
走
る
。
上
丹
生

バ
ス
停
で
降
り
る
と
、
支
流
の
丹
生
川
に
沿
う
コ
ー

ス
を
示
す
指
導
標
が
、
左
に
道
を
と
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ま
た
、
野
猿
公
園
の
猿
の
日
々
の
動
静
を

示
す
案
内
も
併
記
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。

伏
流
、
清
水
の
流
れ
が
交
万
に^
現
わ
れ
、
ど
ん
な

千
天
の
時
に
も
水
の
枯
れ
た
こ
と
の
な
い
漆
ガ
滝
牟
ｗ
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山
項
と
そ
の
南
に
続
く
皮
尾
根
に
雄
大
な
展
望
を
満

喫
す
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
た
ど
ろ
う
と
す
る
谷
山
谷

道
と
西
南
尾
根
道
と
を
結
ぶ
こ
の
コ
ー
ス
の
特
徴
で

あ
る
。
ま
た
、
バ
ス
を
降
り
立

っ
た
上
丹
生
は
、
木

地
師
の
流
れ
の
ひ
と
つ
―
―
白
木
の
仏
壇
作
り
を
業

と
す
る
彫
師
の
多
い
集
落
で
、
土
地
で
″
ア
カ
バ
エ
″

と
呼
ぶ
小
魚
が
群
遊
す
る
丹
生
川
の
狭
い
清
流
を
挟

ん
で
連
な
る
静
か
な
山
麓
の
村
で
あ
る
。

指
導
標
に
従
っ
て
左
に
と
り
、
家
並
が
尽
き
る
と

浄
水
場
が
現
わ
れ
て
、
左
に
イ
モ
エ
谷
林
道
を
分
け

る
。
す
ぐ
野
猿
公
園
入
目
が
あ
り
、
こ
こ
で
橋
を
渡

っ
て
左
岸

へ
と
林
道
が
の
び
て
い
る
。
付
近
に
は

一

群
の
野
数
が
よ
く
餌
付
け
さ
れ
、
の
び
の
び
と
た
わ

む
れ
て
い
る
。

や
が
て
林
道
が
山
道
に
変
わ
り
、
狭
い
谷
の
伏
流

の
中
を
、
何
度
も
左
、
右
に
と
渡
り
返
し
た
り
、
石

飛
び
道
と
な
っ
た
り
し
な
が
ら
緩
く
登
っ
て
い
る
。

乾
い
た
礫
の
下
か
ら
、
思
い
出
し
た
よ
う
に
湧
く
清

水
や
大
き
な
岩
、
石
灰
岩
洞
窟
な
ど
、
変
化
の
あ
る

谷
の
眺
め
と
幾
種
も
の
落
葉
広
葉
樹
に
季
節
感
を
味

わ
い
な
が
ら
の
ん
び
り
と
歩
こ
う
。
よ
く
踏
ま
れ
た

道
で
、
ル
ー
ト
を
見
失
う
こ
と
は
ま
ず
あ
る
ま
い
。

漆
ガ
滝

（霊
仙
滝
）
は
三
肝
と
七
解
ほ
ど
の
や
や

ナ
メ
滝
状
の
さ
さ
や
か
な
二
段
の
滝
で
、
そ
の
制
に

は
大
き
な
滝
壷
、
水
の
青
さ
が
印
象
的
だ
。
戻
り
気

味
に
左
岸
を
巻
く
と
、
や
が
て
有
か
ら
の
小
さ
い
支

流
に
沿

っ
て
登
る
よ
う
に
な
る
。

樹
林
を
抜
け
、
う
ス
ク
ケ
を
分
け
る
と
柏
原
道
の

八
合
日
付
近
の
鞍
部
に
飛
び
出
す
。

九
合
日
か
ら
頂
上
部

へ
の
緩
や
か
な
広
大
な
ス
ス
キ

の
海
と
な
る
。
ｉ
琶
湖
国
定
公
園
特
別
地
域
の
標
柱

や
ケ
ル
ン
の
立
つ
経
塚
山

（北
霊
仙
）
を
経
て
、
い

っ
た
ん
鞍
部
へ
少
し
下
る
と
、
三
角
点
頂
上
は
近
い
。

展
望
の
す
ば
ら
し
さ
は
前
途
の
時
間
を
忘
れ
さ
せ
、

立
ら
去
り
難
く
す
る
ほ
ど
だ
が
、
ひ
と
た
び
霧
や
吹

雪
に
見
舞
わ
れ
る
と
非
常
に
危
い
の
で
、
特
に
冬
の

気
象
変
化
に
は
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

下
山
は
経
塚
山
に
戻
り
、
こ
こ
で
柏
原
道
と
分
か

れ
て
直
角
に
左

（西
）

へ
。
よ
く
踏
ま
れ
た
道
を
下

る
と
笹
原
を
か
き
分
け
て
、
次
第
に
高
度
を
下
げ
て

ゆ
く
。
際
立
っ
た
痩
尾
根
で
も
、
ハ
ッ
キ
リ
し
た
沢
筋
で

も
な
い
変
化
に
乏
し
い
中
腹
を
ゆ
く
。
途
中
、
お
虎

ガ
池
と
か
水
の
な
い
ド
リ
ー
ネ
、
幾
つ
か
の
カ
レ
ン

フ
ェ
ル
ト

（墓
石
石
灰
岩
）
を
過
ぎ
、
お
猿
石
、
見

晴
台
等
を
経
て
汗
拭
峠
に
お
り
立
つ
。

な
お
、
峠
ま
で
の
途
中
で
枝
道
が
分
岐
す
る
が
、

結
局
、
峠
で

一
本
に
合
わ
さ
る
。
峠
に
は
幾
本
も
の

指
導
標
が
立

っ
て
い
て
、
右
す
れ
ば
廃
村
の
博
ガ
畑
、

左
に
と
れ
ば
植
体
の
中
を
下

っ
て
落
合
経
由
需
仙
洞

富
で
あ
る
。

な
に
と
っ
て
下
る
と
、
ほ
ど
な
く
廃
墨
の
点
々
と

残
る
暗
い
感
じ
の
博
ガ
畑
。
廃
村
を
抜
け
た
と
こ
ろ

か
ら
、
明
る
い
林
道
が
惣
谷
川
の
右
岸
の
急
斜
面
に

新
し
く
開
か
れ
た
。
養
鱒
場
ま
で
は
分
岐
の
な
い
緩

い
斜
面
の
下
り
で
、
廃
村
か
ら
林
道
を
約
１
時
間
で

養
韓
場
だ
が
、
常
に
山
側

（右
手
）
か
ら
の
落
石
に

注
意
の
こ
と
。
養
鱒
場
か
ら
は
バ
ス
が
醜
ガ
井
駅
に

通
じ
て
い
る
。


